
「川崎市子どもの権利に関する条例」策定までの流れ 

1998年  議会説明・報告（条例の策定について） 

８月                            策定理念 

  「子ども権利条例検討連絡会議」へ諮問      ○全庁的体制で 

９月   「調査研究委員会」（関係部局幹事会）       ○川崎に根ざした条例を 

                                  ○市民とともにつくる 

 

市民・子どもたちへ 話し合いへの参加を呼びかけ 

 

               「教育を語るつどい」「子ども会議」「市民サロン」「子ども集会」（12/12） 

1999年            「市民集会｣（3/13）「子ども・夢・共和国」「関係者･機関」 

１月   第1期子ども委員会  市民からの手紙・電子メール・市民意識実態調査など 

     発足 

                市民・子どもたちの意見・提案 

  

６月   

       

     

７月   議会説明･報告    

（中間まとめについて） 「子ども委員会」「教育を語るつどい」｢子ども会議｣「市民サロン」 
「市民集会」（９/25）「子ども・夢・共和国」「関係者･機関」 
「各種市民集会」手紙・メール 

９月                         

                  市民・子どもたちの意見・提案 

 

        中間まとめへの意見をもとに条例骨子案の素案を作成していく 

 

12月 「子ども委員会」「教育を語るつどい」｢子ども会議｣「市民サロン」 
「子ども集会」（12/11）「市民集会」（12/18）「関係者･機関」手紙他 

                        

2000年               市民・子どもたちの意見・提案 

 

3月 

 

「各区市民集会（3月中）」「子ども委員会」「市民サロン」 

「関係者･機関」手紙・メール 

 

6月                市民・子どもたちの意見・提案 

 

条例骨子案の策定       検討連絡会議から市長へ答申（6/29） 

 

     議会説明・報告（答申について） 

7月   答申報告の市民集会(7/15)  「検討連絡会議」「調査研究委員会」終了 

8月   第2期子ども委員会発足                   

 

12月 市議会上程  ｢条例案｣成案化 

2001年 

3月   条例報告の市民集会（3/24） 

  条例報告の子ども学習集会（2/24,3/10,3/24） 

4月   子どもの権利担当部署新設（市民局）  

 

6月   条例の一部改正（6/29）「人権オンブズパーソン条例」制定にあわせて 
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条例パンフ 

呼びかけ 

パンフ 

呼びかけ 

パンフ３種類 

子どもを取り巻く現状と課題をまとめ、子どもの権利条例

として考えられる４つの柱を提起し、その提案に対しての

市民・子どもの意見を集約していく。 

中間まとめ発表 

呼びかけ 

パンフ 

子ども権利条例案の素案（骨子）を提示し、市民・

子どもや関係機関と意見交換を行う 

議会で全会一致可決成立（12／21） 

「川崎市子どもの権利に関する条例」施行（4/1） 

第 1次骨子案 
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